
子どもの発達や学びのプロセス

【言葉による伝苓合い】

己`先生や友達と心を通わせる中
て‘、絵本や物語などに親しみな

がら、 皇かな＿言慕史表覗＿乏麦Lこ
11は、経験＿したこと＿や考えたこ

ーと＿ーなどーーを言葉＿て＿‘-伝えたり、相手
ーの＿話を＿涯意＿ーにス聞し＿‘-f辺＿＿し、宣
葉による伝え合いを楽しむよう
になる。

一伝える相手や状況に応じて、
言葉の使い方や表現の仕方を
変える。

相手に分かるように工夫

しながら言葉で伝えたり、
相手の話を注意して聞いた
りして理解する。 f 

一
目的や相手の状況な

どに応じた様々な伝え
方や方法を学び、学ん
だことを活用する。

友だちと互いの思い
や考えを伝え合うこと
て考えを広げたり、深
めたリする。

気軽に言葉を交わすことがて｀きる雰囲気の中て｀、伝えたくなるような体験をしたり、

相手の考えなどを知りたいと思ったりする環境や支援を重ねます。

言葉を使うこ

思いや欲求を とを楽しむ。
声や哺語、動
きて表し受け
止めてもらう。

見たことや思ったことを言葉にする。

相手に思いを伝えようとする。

「どうぞ」、
「ありがとう」

などやり取りを

絵本のページを
楽しむ。

めくることての 場面のつながリを楽しむ。
変化を楽しむ。 物語を楽しむ。

相手にわかるように伝えようとする。 場面に応じて言葉を使おうとする。

友だちと互いの思いや考えを伝え合うことて‘考えを広げたり、
深めたりする。

絵本を自分なりに理解して表現する。
物語をテキストに基づいて理解し、
表現していく。

言葉による伝え合いは、身近な親しい人との関わりや、絵本や物語に親しむ中て．、様々な言葉や表現を身に付け、

自分が経験したことや考えたことなどを言葉て表現し、相手の話に興味をもって聞くことなどを通して育まれていきます。

【豊かな感性と表現】
/—ヘ

q; 

息約予cヽ

一リ
身近にある素材の特徴や表現の

仕方などに気付き、感じたことや
考えたことを必要なものを選んて‘
表現する。

一 ヽ
いろいろな形や色、触った感じなどを捉え、

材料や用具を使い、表し方を工夫して創造的に
つくったり表したりする。

心を動かす出来事などに触れ
感性を働かせる中て令、 様夕＿な素

技の＿特懲空表現の仕方＿ななこに気．
1寸き、感じたことや考えたこと 友だちと工夫して想像的な

茎＿ー百麿を扇藪＿［五―Ii_―_:：＿涵盪圃玉 活動をしたり楽しんだりする。

ーて表現すゑ過程＿を楽＿し＿んだ＿＿リ＿＿し＿ヽ
表現する喜びを味わい、意欲を
もつようになる。 活動の際に、幼児・児童が実現したい思いを大切にします。

ャ 、I
．：ヽ`
鸞會ー、

6歳 ：：： 7歳

あー：ぅー
． いっぱい

｀ 表現したい， 

様々な美しいも
のを感じ取り、
心の動きを表情
や仕草、発声等
て表現する。

• - - • • -- --_ • ·~— 
ん ぅr 何で造ろう？毛糸はどうかな？ ・ー，t,．．，―・ • -•『

.P ・=j 自分のイメージを動きや言葉、音や歌

音―ゃ歌、 リ；：・ム“を楽し王。 などで表現する。
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しこの材料がぴった りだ！
., ・し・「'・ 9• ・,  

思いを基に、歌ったり演奏したリする。

身近にある素材の特徴や表
現の仕方などに気付き、必
要なものを選んて表現する。

水、砂、土、紙、粘土など

様々な素材に触れて形や色な 様々な素材に親しみ、描いたり造ったりする。

どを楽しむ。 身近て扱いやすい材料や用具を使い、表し方を工夫して、表現する。

豊かな感性と表現は、様々な場面で美しいものや心を動かす出来事に触れてイメージを豊かにし、

表現に関わる経験や楽しさを積み重ねながら育まれていきます。

「幼稚園教育要領解説」、 「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」、 「保育所保育指針解説」等参照
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幼保小接続を進めるための体制や取組における段階を、フェーズ l「基盤づくり」

からフェーズ4 「改善•発展」の四つのフェーズて示しています。

まずは、自園や自校が、現在、どのフェーズにあるのかについて、確認しましょう。

現在の状況を把握することて‘、次のフェーズに向かうための手掛かりを得ることが

てきます。校区の実態に応じ、行きつ戻りつしながら発展させていきましょう。

〔I 「架l井卿のカリキュラ勾の暉•却畏を目指しましょう！ I〕
フェーズ1 基盤づくり

幼児教育と小宇交教育との接続の観点から、各校園で教育 INO→フェーズ1未満相当
課程編成・指導計画を作成している。

YES→フェーズ1相当

フェーズ2 検討・開発

その「架け橋期のカリキュラム」は、園と小学校が検討． INO→フェーズ1相当
開発を行ったものである。

YES→フェーズ2相当

フェーズ3 実施・検証

園と小学校において、作成した「架け橋期のカリキュラム」

を実施し、検証を行った。

YES→フェーズ3相当

フェーズ4 改善•発展

NO→フェーズ2相当

作成した「架け橋期のカリキュラム」を、園と小学校で

毎年度見直しを行っている。

フェーズ1 基盤づくり

各園・小学校に連携の窓口がある。

YES→フェーズ1相当
っこ

フェーズ2 検討・開発

YES→フェーズ4相当

保育・授業の改善•発展に努めましょう！

NO→フェーズ3相当

NO→フェーズ1未満相当

幼保小の合同会議を設置し、互いの保育・教育の内容

や方法について共有している。

YES→フェーズ2相当
,.,,ニ

フェーズ3 実施・検証

幼保小の合同会議では、互いの保育・教育の内容や方法

について理解を深めている。

YES→フェーズ3相当

フェーズ4 改善•発展

NO→フェーズ1相当

NO→フェーズ2相当

互いの保育・教育の内容や方法について理解したことを

もとに、保育・授業の改善•発展に努めている。

YES→フェーズ4相当
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NO→フェーズ3相当



「架け橋期」を
つなぐ四つの
「語る」が大切

てす
架け橋、記．1品五ラムの I~~~ カリキュラムの

検証・改善を通じた
保育・授業の質の向上

「架け橋期」の学びをつなぐために、 「期待する子ども像を語る」、 「実践を振リ返リ語る」、 「参観した

子どもの姿から語る」、 「カリキュラムを語る」の四つの「語る」を大切にしながら取組を進めましょう。
子どもを中心に据え、人と人とのつながりを大切にし、 「架け橋期のカリキュラム」の検証・改善を通して、

保育・授業の質の向上を目指していきましょう。

ュラムを
匿る

• 認定こども園

冥鶏を膿厨匿り
匿る

参した子どもの姿
から語る

もっと知りたい！幼保小接続に関する参考資料

「幼保小架け橋ガイドブック

『架け橋期のカリキュラムを作成しよう！』」によせて

福井大学教職大学院准教授岸野麻衣氏

r
 

立教育

接続期カリキュラムの作成のボイント

等がまとめられています。

【滋賀県教育委員会】

これまての研究指定校園における

取組のまとめを掲載しています。
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【滋賀県総合教育センター】

幼保小連携．接続に関する研究

の成果物を掲載しています。

「架け橋期」のカリキュラム開発というと、 5歳児担任と 1年生担任の仕事だと

認識されることもあるかもしれません。しかし、必ずしもそうてはありません。

幼児期に培いたい資質・能力の三つの柱として、

・ 「知識及び技能の基礎」 （豊かな体験を通じて、五感を通してたくさんのことを

感じたり、さまざまなことに気付いたり、分かったり、て，，きるようになったりす

ること）

・ 「思考力、判断力、表現力等の基礎」 （自分自身て‘試したり、工夫したりしなが

ら、さまざまに考え、表現していくこと）

・ 「学びに向かう力、人間性等」 （心を動かし、やってみようと挑戦し、諦めずに

粘り強くやり遂げ、よりよい生活を営もうとしていくこと）

が、挙げられています。

幼児期に培われたこのような育ちを小学校以降により良くつないていくことが

「架け橋期のカリキュラム開発」て‘す。 「架け橋期」としては一般的に 5歳児から

1年生の 2年間とされてはいますが、 4歳まて‘においても、子どもたちにこうした

資質・能力を培っていくことは欠かせません。 2年生以降においても、生きて働く

知識及び技能、未知の状況にも対応てきる思考力、判断力、表現力等、学びを人生
や社会に生かそうとする学びに向かう力、人間性等を培っていくことが求められま

す。その意味て＼ 「架け橋期のカリキュラム開発」をきっかけに、園・学校のすべ

ての先生方て，，、今一度、保育・授業を問い直し、資質・能力の育成に向けて質を高

めていくことが求められているといえます。そしてそれには、私たち大人もまた、

施設類型や校種を越えて協働することて‘、より良い保育や授業に向かい、自らの心

を動かし、粘り強く挑戦し、試し工夫しながら考え、さまざまに気付き、理解を深

めていくことが求められます。

この冊子て示したカリキュラムの枠を所与の物として従属するのてはなく、これ

を元にしながら自分たちで試行錯誤し、改良しながら、新たな価値を共に創造して

いくことがて‘きればと期待しています。
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